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2はじめに

 今秋発生した北陸エリア内の大容量電源停止（スライド4参照）以
降、北陸関西間連系線における北陸受電方向の空容量が少なく
なっており、今冬の重負荷期には北陸エリアの市場分断が懸念される。

 このため、業務規程第126条に基づき、市場分断発生を回避するた
め、今冬の北陸フェンス運用容量の細分化を実施し、2018年度12
月以降の運用容量を次スライドの通り変更する。なお、細分化につい
ては、従前は平日昼間とそれ以外の2断面であったものを、季節別の
平日昼間とそれ以外に分けるものである。

 また、2019年度以降の運用容量については、2019年度2月に予
定している運用容量検討会において算出する。



3２０１８年度の運用容量変更点
[万kW]

[万kW]

変更前

変更後

平日昼間帯（4月～3月）

北陸フェンス（北陸受電方向） 130

中部北陸間連系設備（北陸向） 30

北陸関西間連系線（北陸向） 130

平日昼間帯以外（4月～3月）

北陸フェンス（北陸受電方向） 60

中部北陸間連系設備（北陸向） 30

北陸関西間連系線（北陸向） 60

平日昼間帯（12月～3月）

北陸フェンス（北陸受電方向） 160

中部北陸間連系設備（北陸向） 30

北陸関西間連系線（北陸向） 160

平日昼間帯以外（12月～3月）

北陸フェンス（北陸受電方向） 90

中部北陸間連系設備（北陸向） 30

北陸関西間連系線（北陸向） 90

5月の最過酷ケースで通年分の運用容量を算出

平日昼間帯については3月の最過酷ケース、平日昼間帯以外については年末年始の最過酷ケースで12月～
3月の運用容量を算出
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